
第5講 積分法の応用 ⑵

演習
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5・1 ⑴ 不定積分 Ate
dt A を求めよ．

⑵ 実数 Aa A に対して,A f a=



t  e

−a dt A とおく．a A が区間 A1< a< e A におい

て変化するとき,A f a A の最小値を求めよ．

5・2 ⑴ >0A のとき,A 不等式 Alog
e
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A が成り立つことを示せ．

⑵ 
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A を示せ．
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■� 関数の増減,A極大・極小

Ａ 関数の増減

関数 Af Aが Aa≦ ≦ bAで連続,A a< < b Aで微分可能のとき，

a< < bAでつねに Af

()>0Aならば Af Aは Aa≦ ≦ b Aで単調に増加する, Aすなわち，

<  ならば f ()< f ()

a< < bAでつねに Af

()<0Aならば Af Aは Aa≦ ≦ b Aで単調に減少する, Aすなわち，

<  ならば f ()> f ()

Ｂ 関数の極大・極小

関数 Af Aは連続とする．= aAの前後において Af  Aが，

増加から減少に変わるとき,A f A は A= a A で極大, A

減少から増加に変わるとき, A f A は A= a A で極小

という．

f  Aが微分可能で,A f

 Aの符号が A= a Aの前後で変わるとき,A f Aは A= aAで極値をもつ．

例 5 関数 A= e


Aの増減を調べて, Aグラフの概形をかけ．

解 '=1⋅ e


+ ⋅− e


=−−1e


より, A Aの増減は次のようになる．



−0+'

(∞)…1…(−∞)

(0)↘
1

e
↗(−∞)

また，

lim


=lim




e
 =0,A

lim


=−∞

以上より, A = e


Aのグラフは図のようになる．

(注) nAが正の整数のとき，

lim





e
 =0
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